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古狐 ｢衣食屈むて碓節を知る｣と雷ほれて居る｡此音素の虞窓がわかって居たならば.間は

無いはす｡載粥､奇 の々生活があま机こも惑まれ過ぎて居た､と同時に､無駄が多過ぎて居た

ことを,･今琴らながら痛感させられる｡無駄程､生活を堕落せしめるものはない｡国家級力戦

に封する､心櫓への,政も大切な要素の-つは,無駄を無くすることにあるo

毛組物やオ朝 が､｢スフー忙置き轡へられて､始めて､羊毛q)有難さを知り,今まで木綿を粗

末にして居たことに東がつぐ｡｢後悔光に立たず｣とは此事で､重 く無駄がまねいた俺であるO

吾 の々生活に､-日も快 くことの出来ない御米､此米が､小さな数象のために/年 数々千鰐

園に慣する分を食べられてしまふ｡英数象退治に､珪甚土.を用ひて､簡革に防除出来る.武居

宮島両氏の研究も,薄々として蓮められて居る｡叉,董次が,穀象退治に､放輿のあることは

本籍第五親の本欄に零いて置いた｡此事を.余が郷乳 稲井産の薯農に話 した魔O昔は米を精

鼻白する際､避次を混ぜて鴇き.其健,衣を取り去らないで､俵に入れて､釣して慢いたもので,

さうして置くと､敷象の故事は､絶封に無かったものだと､米韓に酎 ､､其老人から聞かされ

たO経験が､｢柿狼の場合と同株に｣資とい畢間であることを数へられたO

研究は､あらゆる角度から進めなければならぬ｡従って, ･之姓が完成には､相常の時日を要

するo戯れども､依って得た結論は､出来得るだけ簡易を要する｡某所に料拳のカ0)有難さが

ある｡

命であるo此惑まれた仕事に封 し､いさ かゝな也とも､御奉公が糾来ればと,之れを希ひなが

ら､寄こび色.感謝に満ちつ ､ゝ歩を湛めて居る(,

谷 口 久 代 氏 の 退 願

昭和12革,防産科畢研究所創設以衆､今年に到るよで､ 6年の長きに亙り､轟ばら,､被服寄

轟と其防除に紺する.調査研究補助員として,勤務せられし谷口久代氏は､潮家庭に人らるゝ

た凱 今春4月を以て退職せられたO其聞残され し英紙の一部は､既に本誌に萱載せられ読者

の熟知せらる､曲 同氏が永年圭くされし功練に射し,探甚なる謝意を衣すると共に.氏の滞

解に射し,真心多幸を祈って止患ぬO (山田廃治記)


